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前ノ田村上第2遺跡における自然科学分析

株式会社古環境研究所

Ⅰ.放射性炭素年代測定

1.はじめに

放射性炭素年代測定は､生物体内に含まれる放射性炭素 (14C)の濃度が放射性崩壊により時間とともに

減少することを利用した年代測定法である｡過去における大気中の14C濃度には変動が認められ､年代測定

結果に影響していることから､年輪年代学などの成果を利用した較正曲線により14C年代から暦年代に較正

する必賢がある｡

2.試料と方法

試料名 地点 .層準 種 類 前処理 .調整 測定法

No_1 A区SA1① 炭化材 (コナラ属クヌギ節) 醍-アルカリ-醸洗浄 AMS

No_2 A区SA1⑤ 炭化材 (コナラ属クヌギ節) 醍-アルカリ-醸洗浄 AMS

AMS:加速器質量分析法 (AcceleratorMassSpectrometry)

3.測定結果

試料名 測定No. 14C年代 ∂13C 補正14C年代 暦年代 (西暦)
(Beta-) (年BP) (%o) (年BP) (10.:68%確率,20.:95%確率)

No_1 221492 1980±40 -28.3 1930±40 交点 :calAD7010:caJAD40-llO2cr:calBClO-AD140

No.2 221493 2000±40 -28.1 1950±40 交点 :calAD6010:calAD20-9020:calBC40-AD130

No.3 221494 7960±40 -27.1 7930±40 交点 :ca=∋C679010':calBC7020-6960,6920-68806840-66902cT:CalBC7040-6660

(1)14C年代測定値

試料の14C/12C比から､単純に現在 (AD1950年)から何年前かを計算した催014Cの半減期は国際的慣

例によりLibbyの5,568年を使用した (実際の半減期は5730年)0BPはBeforePhysicsの略｡

デルタ

(2)813C測定値

試料の測定14C/12C比を補正するための炭素安定同位体比 (13C/12C)｡この値は標準物質 (PDB)の同
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位体比からの千分偏差 (‰)で表す｡

(3)補正14C年代値

8ユ3C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り､14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代｡

駄科の∂13C値を-25(‰)に標準化することによって得られる年代である｡

(4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気*JIc濃度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦)ocal

はcalibrationした年代値であることを示す.較正には､年代既知の樹木年輪のJ4Cの詳細な測定値およびサ

ンゴのU-Th年代と14C年代の比較により作成された較正曲線を使用した｡
シグマ

暦年代の交点とは､補正14C年代値と較正曲線との交点の暦年代値を意味する｡1♂ (68%確率)と2♂ (95

%確率)は､補正14C年代億の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の帽を示す｡したがって､複数の交点

が表記される場合や､複数のlo･I26億が表記される場合もある｡

4.所見

加速器質量分析法 (AMS)による放射性炭素年代測定の結果､NQlの炭化材では1930±40年BP(16の

暦年代でAD40-110年)､Nn2の炭化材では1950±40年BP(同AD20-90年)､Nn3の炭化材では7930±40

年BP(同BC7020-6960,6920-6880,6840-6690年)の年代値が得られた｡このうち､N03の炭化材で

は放射性炭素年代測定値よりも暦年代の年代幅がかなり大きくなっているが､これは該当時期の較正曲線が

不安定なためである｡

文献

Stuiveretal.(1998),INTCAL98RadiocarbonAgeCalibration,Radiocarbon,40,p.1041-1083.

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今暫院,p.1-36.同位体比からの千

分偏差 (‰)で表す｡

Ⅱ.樹種同定

1.はじめに

木材は､セルロ-スを骨格とする木部細胞の集合体であり､解剖学的形質の特徴から樹種の同定が可能で

ある｡木材は花粉などの徴化石と比較 して移動性が小さいことから､比較的近隣の森林植生の推定が可能で

あり､遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる｡

2.試料

試料は､A区SAlから採取された炭化材6度およびB区炭化物集中区から採取された炭化材 1度の計7点

である｡

3.方法

試料を割折して新鮮な横断面 (木口と同義)､放射断面 (柾Elと同義)､接線断面 (横Elと同義)の基本三

断面の切片を作製し､落射顕微錠によって50-1000倍で観察した｡同定は､解剖学的形質および現生標本と

の対比によって行 っ た｡
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4 結果

第6衆に結果を示し､主賢な分類群の顕微鋲写真を示すo以下に同定根拠となった特徴を記す0

第6表 前ノ田村上第2避跡における樹種同定籍来

試料 地点 ･層準 結果 (学名/和名)

① A区SA1,C9 Q'LerC'LSSectAegLlops

② A区SA1,C5 0'LerCLLSSeCLAegLlopS

③ A区SAl,C6 0'LerC̀" eelAegLlopS

④ A区SAl,C3 QILerCLLSSeClAegLlopS

⑤ A区SAl,C4 QJLerCLLSSectAegLlops

⑥ A区SAl,茅 gr〟∫∫

コナラ属クヌギ節

コナラ属クヌギ節

コナラ属クヌギ節

コナラ属クヌギ節

コナラ属クヌギ節

草本

⑦ B区炭化物集中 QJLerCLLSSJLbgenCyclobaLanopsL∫ コナラ属アカガシ亜属

コナラ屑クヌギ節 QuercussectAegLLops ブナ科 図版 ユ

横断面 ●年給のはじめに大型の道管が1-数列配列する環礼材であるO晩材部では厚壁で丸い′ト道管が､

単独でおよそ放射方向に配列する｡早材から晩材にかけて道管の径は怨敵に減少する｡放射斬而 道管の穿

7いま単穿7Lで.放射組織は平伏細胞からなる｡凝練断面 放射祉織は同性放射組紙型で､単列のものと大型

の広放射組織からなる複合放射祉畝であるO

以上の形質よりコナラ属クヌギ節に同定される｡コナラ属クヌギ節には.クヌギ､アベマキなどがあり､

本州.四国､九州に分布する｡落柴の高木で､高さ15m､径60cmに連する.材は強靭で弾力に'u'み.官許典､

農具などに用いられるO

コナラ属アカガシ亜屈 Quercussubgen Cyc)obaLanopsLS ブナ科 図版2

横断面 中型から大型の道管が1-数列幅で年銘界にFXl係なく放射方向に配列する放射礼材である｡道管

は単独で校合しないO放射断面 道管の穿孔は単穿孔で､放射簸L孤は平伏細胞からなる｡接線断面 放射製l

紙は同性放射組絶型で.単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射礼純である｡

以上の形質よりコナラ燭アカガシ亜屈に同定されるOコナラ属アカガシ亜属には､アカガシ､イチイガシ､

アラカシ､シラカシなどがあり､本州､凶匡)､九州に分布する｡芹̀,,緑高木で､高さ30m､径15m以上に遠す

るO材は堅硬で強靭､弾力性強く耐湿性も芯いO特に堤耕炎に用いられる｡

草本 grass 図版3

横断面 柔細胞と雄哲東が見られる.放射断面及び接線断面 柔細胞と維管束が見られ､木材の形質を呈

していない｡なお､肉眼での外観的特長から､笠､稲などの串本と考えられるが､同定には至らなかった.

5 所見

分析の結IA､A区SAlから採取された炭化材はすへてコナラ属クヌギ節､B区炭化物地中区から採取され

た炭化材はコナラ属7カガシ亜属と同定されたOコナラ属クヌギ節には､クヌギとアベマキがあり､温稲城

の乾燥した台地や丘陵地に広く分布する諮発馬木である｡コナラ屈7カガ./亜属は､一般にカシと総称され

るが､イチイガン.7ラカシなど多くの種があり､温帯下部の曝温帯の旧柴樹林を形成する主要高木であるO

イチイガシは自然度が拭いが､アラカンは二次林性でもあるOいずれの樹種も温帯から温帯下部の嵯温帯に

分布するもので大木になり大村がとれる｡
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Ⅲ.植物珪酸体分析

1.はじめに

植物珪酸体は､植物の細胞内に珪酸 (SiO2)が蓄積したもので､植物が枯れたあともガラス質の徴化石 (プ

ラント･オパ-ル)となって土壌中に半永久的に残っている｡植物珪酸体分析は､この微化石を遺跡土壌な

どから検出して同定 ･定量する方法であり､イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生 ･古環

境の推定などに応用されている (杉山,2000)｡ここでは､遺跡とその周辺の古植生 ･古環境の推定を主目

的として植物珪酸体分析を行った｡なお､テフラ (火山灰)の年代は新繍火山灰アトラス (町田･新井,2003)

を参照した｡

2.試料

分析試料は､A区基本土層断面 (第65図)から採取された8点､B区基本土層断面 (第5図)から採取さ

れた5点､A区土坑Aから採取された4点 (第65図)､A区土坑B (第62区りから採取された1点の計18点

である｡試料採取箇所を分析結果図に示す｡

3.分析法

植物珪酸体の抽出と走是は､ガラスビーズ法 (藤原,1976)を用いて､次の手順で行った｡

1)試料を105℃で24時間乾燥 (維乾)

2)試料約1gに対し直径約40FLmのガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天秤により･0.1n唱の精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃･6時間)による脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W ･42KHz110分間)による分散

5)沈底法による20〃m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オイキット)中に分散してプレパラ-ト作成

7)検鋭 ･計数

同定は､400倍の偏光顕微鏡下で､おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として行った｡

計数は､ガラスビーズ個数が400以上になるまで行ったoこれはほほプレパラート1枚分の精査に相当する｡

試料 1gあたりのガラスビーズ個数に､計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて､試料 1

g中の植物珪酸体個数を求めた｡

また､おもな分類群についてはこの値に駄科の仮比重 (1.0と仮定)と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体

1個あたりの植物体乾重､単位 :10~5g)をかけて､単位面積で層厚1cmあたりの植物体生産量を算出した｡

これにより､各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる｡ヨシ属 (ヨシ)

の換算係数は6.31､ススキ属 (ススキ)は1.24､メダケ節は1.16､ネザサ節は0.48､チマキザサ節 ･チシマ

ザサ節は0.75､ミヤコザサ節は0.30である (杉山,2000)｡タケ亜科については､植物体生産量の推定値か

ら各分類群の比率を求めたC
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4 分析結果

(1)分勅許

検出された植物珪酸体の分勅掛 ま以下のとおりである｡これらの分類群について定立を行い､その結果を

第7衷および図74-図76に示したo主要な分類群について抑徴税写真'iを示す｡

〔イネ科〕

キビ族型､ヨン属､ススキ属型 (おもにススキ属).ウンクサ族A (チガヤ属など)IBタイプ

〔イネ科一夕ケ亜朴〕

メダケ節型 (メダケ属メダケ節 リュウキュウチク臥 ヤダケ燭)､ネザサ節型 (おもにメダケ燭ネザサ節)､

チマキザサ節型 (ササ偶チマキザサ節 ナンマザサ節など)､ミヤコザサ節型 (ササ偶ミヤコザサ節など)､

未分･類等

〔イネ科-その他〕

表皮毛起源､棒状珪酸体 (おもに結合組織細胞由来),来分類等

〔樹木〕

クスノキ科､その他

(2)植物珪酸体の検出状況

1)A区基本土層断面 (第74回)

Ⅵ屑 (試料13)では.ミヤコザサ節型が多く検出され､ヨ./属､ウシクサ族A､イ不科Bタイプなども認

められた｡V層 (試料11.12)からⅣb層 (試料10)にかけても､おおむね同様の耗米である｡m屑 (試料

9)からIlb層下部 (試料8)にかけては､ススキ成型が出現しており､ネザサ節型も認められた｡Ilb層上部

(読本ト6､7)ではネザサ節型が増加傾向を示し､メダケ節型が出現している｡おもな分邪群の推定生産品

によると､おおむねミヤコザサ節型が優勢であり､口b屑上部 (試料6)ではメダケ節型やネザサ節型も比較

的多くなっている0

2)B区基本土層断面 (第75図)

Ⅷ屑 (訳ギ斗12)では､ヨシ属､ウシクサ族A､イ不和Bタイプ､ミヤコザサ節型などが検出されたが､い

ずれも少立である｡Ⅶb屑 (駄科10､ll)では､ミヤコザサ節型が大幅に増加しているoI]a層 (試料1､2)

では､ネザサ節型が多丑に検出され､メダケ節型､ミヤコザサ節型も比較的多く検出された｡また､ススキ

偶型､ウソクサ族Aなども認められた｡おもな分類群の推定生産il誌によると,1Ⅶb屑ではミヤコザサ節型が優

勢であり､Ila層ではネザサ節型が卓越している｡

3)A区土坑A (第76図)

埋土底部 (試料5)と埋土下部 (試料4)では､ミヤコザサ節型が多く検出され､ススキ属型､ウシクサ

族A､イ不科Bタイプ､不ザサ節型､チマキザサ節型なども認められたO埋土中部 (試料3)と也i土上部 (読

料2)では､キビ族型､ヨシ屈が出現しているOおもな分類群の推定生産立によると､各試料ともミヤコザ

サ抑型が優勢である0

4)A区土坑B (第76園)

也土底部 (試料 1)では､ミヤコザサ節型が多く検出され､ヨシ属､ススキ属型､ウシクサ族A､イネ科

Bタイプ､ネザサ節型､チマキザサ節型なども認められたOまた､樹木 (照柴樹)のクスノキ科なども少韮
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検出された｡樹木は-般に植物珪酸体の生産iaが低いことから､少品が検出された場合でも過大に評価する

必要がある (杉山,1990)｡なお､すべての樹稜で植物珪酸体が形成されるわけではなく､落杏樹では形成

されないものも多い (近藤 佐瀬､1986)a

5 植物珪硬体分析から推定される植生と環境

(1)基本土層断面

姶良Tn火山灰 (AT,約26-2.9万年前)下位の1Ⅶ層から房Lb,ト林軽石 (Kr-Kb,約167万年前)脱のⅣb
屑にかけては､ササ属 (おもにミヤコザサ節)を王体としてウシクサ族なども生育するイネ科jLB生であった

と考えられ､周辺には部分的にヨシ属などが生育する湿地的なところも分布していたと推定される.

タケ亜科のうち､メタケ屈は温暖､ササ属は寒冷の指標とされており､メタケ寧 (両者の推rLi生産誌の比率)

の変遷は､地球規模の氷期-rFj】氷期サイクルの変動と一致することが知られている (杉山,2001)｡また､

ササ属のうちミヤコザサ鰍 ま鶴野の少ない比較的乾燥したところに分布している (室#,1960,鈴木,1996)｡

これらのことから､当時は冷涼-寒冷で鞘雪 (降水韮)の少ない比較的乾燥した環境であったと推定されるO

ササ月引ま常緑であることから､大半の植物が洛柴または枯死する秋から冬にかけてはシカ類などの串食動物

の韮要な食物となっている (市椀,1992)｡逝跡周辺にこれらのササ類が盟7,..に存在したことは､当時の軸

物相を考える上でも韮要であるo

m屑からIlb屑下部にかけても､ササ属 (おもにミヤコザサ節)を王体としたイネ科植生が継続されていた

と考えられるが､この時期には部分的にススキ属も見られるようになったと推定されるOササ属は諮柴樹の

林床などでも生育が可能であるが､ススキ属は林床では生育が困難である｡したがって､この時期には周辺

に日当たりの良い比較的開かれたところが存在していたと考えられるo

tlb屑上部から鬼界アカホヤ火山灰 (K-Ah,約7,300年前)下位のtla屑にかけては､メダケ属 (おもにネ

ザサ節)を主体としてススキ届やチガヤ屈なども見られる芋I駅的な環境に移行したと考えられ､Ila屑上部で

はメダケ属 (ネザサ節)が繁茂するような状況であったと推定されるOこのような植生変化は､完新世にお

ける気候温暖化に対応したものと考えられるo

(2)土坑A 土坑B

土坑Aおよび土机Bの哩士の椎柄当時は､ササ屑 (おもにミヤコザサ抑)を主体として､部分的にススキ

偶やチガヤ属なども見られるイネ科楠生であったと考えられ､周辺には部分的にヨシ燭などが生育する湿地

的なところも分布していたと推定されるC植物珪酸体の組成や哲鹿は､益本土屑断面のⅢ屑p--rlb層中位と勅

似しており､これらの土坑がm屑～Ⅲb屑中位の椎戯当時に掘削された可能性を示している｡

土坑BのJEiR土底部では樹木 (.EIEf葬樹)のクスノキ科が検出された.本遺跡の益本土層断面ではクスノキ科

などの樹木起源が認められないことから､クスノキ科は追跡からやや離れたところに分布 しており､そこか

ら何らかの形で植物珪酸体が土坑内に混入したと考えられる｡

花粉分析の給料 二よると､南九州では約8,500年前 (較正年代では約9,500年前)にはシイ林を中心とする

照兼樹林が成立していたと考えられており (松下,1992)､植物珪酸体分析でも同様の結果が縛られている (杉

山,1999)Oまた､本追跡のB区炭化物炎中区から採取された炭化材 (コナラ属アカガシ亜属)では､7930

±40年BP(較正年代では約9,000-8,600年Tl7()の年代佃が得られており.この頃までには避跡周辺でEl詔柴樹

林が成立していたと考えられる.これらのことから.土坑Bはこれらの年代もしくはそれ以降に掘削された

可能性が考えられる0

-80-
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前ノ田村上第2遺跡の炭化材

1.③ コナラ属クヌギ節

0.4mm 放射断面 0.2mm接線断面

0.4mm 放射断面

2.⑦ コナラ属アカガシ亜属

3.⑥ 草本

0.2mm接線断面

0.2mm 放射断面

-86-

0.2mm 接線断面



前ノ田村上第2追跡の植物珪酸体 (プラント･オパール)

イネ科Bタイプ
B区基本土層 10

チマキザサ節型
A区基本土層 11

棒状珪酸体
土坑A 4

ヨシ属
A区基本土層 1 3

メダケ節型
B区基本土層 6

ミヤコザサ節型
土坑B 1

クスノキ科
土坑6 1
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ススキ属型
A区基本土層 8

ネザサ節型
B区基本土層 1

三 宝 葺 き

表皮毛起源
A区基本土層 8

海綿骨針
土坑B 1



第Ⅴ章 まとめ

前ノ田村上第2遺跡では､後期旧石器時代 (1-

4期)､縄文時代草創期～早期､弥生時代後期～古墳

時代初頭の文化層を確認することができた｡また遺

跡内での場の利用の視点からは､アカホヤの上面と

下面では遺構 ･迫物の分布に､差異が見られた｡つ

まり､アカホヤ下位における後期旧石器時代 (1-

4期)､縄文時代草創期～早期の遺構 ･造物は現在､

田として利用されている低地面への落ち際付近つま

り水場の近くに位置する一方で､アカホヤ上面での

古墳時代の遺構はA区南側の標高の高い場所に位置

している｡

後期旧石器時代

同一層内に複数期の遣物が混在している状況がみ

られたが､出土層位､遺物の特徴､平面分布､検出

された遺構等を総合的にとらえた結果､1-4期に

わたる文化層を確認することができた｡時期ごとの

主な出土遺物は以下の通りである｡

前ノ田1期 :剥片尖頭器､ナイフ形石器､削器､剥

片 (石刃)､石核

前ノ田2期 :ナイフ形石器 (横長 ･縦長剥片素材)･

台形石器 ･角錐状石器 ･剥片尖頭器 ･

剥片 ･石核 (瀬戸内技法系を含む)

前ノ田3期 :終末期ナイフ形石器 ･剥片

前ノ田4期 :細石刃核 ･細石刃

1期の避物について石材別の視点からは､母岩と

なる石核を伴い石器ブロックを形成する石材 (石材

F-Ⅰの流紋岩系)と､右横を伴わずに製品とその

素材となる剥片が散在する石材 (石材E･Dのホル

ンフェルス系)が見られる｡つまり､流紋岩系の石

材は右横の状態で道跡内に持ち込み､製品製作を行っ

ているのに対しホルンフェルス系の石材は違う場所

で素材となる石刃を剥ぎ､素材の状態で持ち込んだ

可能性が高い (註3)｡流紋岩系の石材が採取される

場所は､県北部の祖母 ･傾山山系であり､一方でホ

ルンフェルス系の石材は近隣の河川 ･海岸で採取が

可能である｡双方では石材と搬入形態が異なること

が考えられる.

2期の石器類については､多量の石器が散在した

状況で出土している｡製品類は､横長剥片素材のナ

イフ形石器が多く見られ､また瀬戸内技法系の横長

剥片 ･右横が､調整剥片などと共にまとまって出土

している｡その他にも石核や縦長剥片等も多く出土

しているが､石器製作の痕跡を追えるような接合関係､

出土状況を見出すことができなかった｡

3期では､剥片と製品が出土しており右横を殆ど

伴わない可能性が高い｡また石器の製作に関する資

料として､剥片の調整加工途中に欠損したとみられ

る接合資料がある｡このような状況からも､終末期

ナイフ形石器の製作においては､素材となる剥片を

持ち込み､遺跡内で加工を行っていた可能性が考え

られる｡

4期では､細石刃核､細石刃が出土している｡黒

耀石製のものは多数のチップを伴っており､主に2

つの集中区を持つ｡その他船野型､畦原型のものが

出土しているが､これらとの時期的な差異については､

出土層位が不安定であることからも言及できない｡

各時期において製品として利用される石材は､1･

2期と3期では異なる傾向が見られた (第8表)01i

2期においてはホルンフェルス系 (石材D～E)の

石材を利用している｡一方で3期は頁岩系石材 (石

材A～C)の比率が高くその素材剥片も同様である｡

遺構は1-3期で樺群を検出している｡襟群の構

成磯は､段丘基底樺である尾鈴山酸性岩類を使用し

第 8表 石材別石器組成表 ※固面相EE分のみ

貢岩系 (石材A～C) ホルンフェルス系 く石材D～E) 流紋岩系 (石材F～ り 黒怯石系 (黒耀石A～C)

嘉完 聖頭蓋 聖経芸 剥 片 慧歪 芸去孟 聖頭蓋 聖経芸 剥 片 慧歪 嘉三品 聖両誌 聖経芸 剥 片 慧歪 孟三晶 聖頭芸 空相芸 剥 片 慧歪

1期 3 6 14 22 7 2 3 1

2期 9 1 2 4 14 4 1 2 112 6

3期 23 19 11 7 7 1
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ている｡棟の分布は散漫で大型の疎を使用している

ものが多く見られ､特に2期の疎群で顕著である｡

一方で3期の終末期ナイフ形石器に伴う磯群の構成

襟は疎の密集度合いが高く､また小ぶりなものが多

く見られる特徴が見られ､各時期により異なった様

相が見られた｡

近年､宮崎県では10段階編年が組まれており､そ

れによると､前ノ田1期は第5段階､前ノ田2期は

第6段階､前ノ田3期は第7段階､前ノ田4期は8

-10段階に位置づけられる(宮崎県旧石器文化談話会

2005)｡なお､前ノ田2期の石器群については､大

型の角錐状石器が主体となって出土するB区と､横

長剥片素材のナイフ形石器や大小の角錐状石器が混

在して出土するというように､石器の特徴が平面分

布に差異に反映されているかの状況が見られた｡し

かしながらA区での出土層位､土層堆積状況が非常

に不安定であり､複数時期のものを一括している可

能性もあり､慎重さを安する｡

縄文時代

輿石遺構を5基検出しており､A区で検出された

4基は低地への落ち際付近にて検出されている｡また､

無文土器と隆帯文土器が集石遺構の近くより出土し

ている｡さらに出土している石器のうち石鉄は平基

や浅い決りのものが多くを占め､古い様相を呈して

いる｡これらのことから､縄文草創期-早期の古い

段階に低地への落ち際付近､つまり水場の近くで機

能していた集石造構であると言えるO

【土坑について】

Ⅲ層上面にて底面にピット状の掘り込みをもつ土

坑が多数検出されている｡土坑の平面プランは不整形､

楕円､円形等がある｡不正形で土坑の規模が大きく

なるにつれて､ビット状の掘り込みの数は多くなる

傾向が見られた｡

また､AT面まで掘り込みが見られる土坑におい

ては､埋土にATブロックを含むものもあり､土坑

の底面は浅い掘り込みを持つ平場と､ピット状の掘

り込みから構成されている｡また平場には浅い窪み

のような痕跡が見られる｡土坑を掘削するにあたっ

ての足場的な存在を想起させる｡

このような土坑の検出例は増えており､特に上野

原遺跡 (鹿児島)では､民俗例と合わせて土坑の分

析を行っており､葛､山芋等の根茎類の掘削痕であ

る可能性を導き出している｡また､牧内第1遺跡四

次調査 (高鍋灯)や星原遺跡 (都城市)にて同様の

土坑が分布域に偏 りを持って検出されている｡遺構

が検出された場所の徴地形については､本遺跡での

土坑群が低地への落ち際付近に位置する事や､根茎

類の掘削において､斜面地で採取されることが多い

という民俗例があることからも､掘削場所､または

掘削する対象物の分布には偏りが見られた可能性も

考えられる｡

また､土坑の壁面に見られた斑状､棒状の痕跡に

ついては､人為的なものであるかは熟考を要するが､

積極的に評価するならば､深い穴を掘削するにあたり､

浅い窪みを掘り足場を作りながら､掘削具を縦方向

に動かし､また壁面に突き刺し､穴を広げながら深

く掘っていった掘削の痕跡とも捉えることができる｡

掘削痕残存の有無については､様々な議論がなされ

ているが､中でも保坂氏は実験により､掘削痕が残

存しない理由を導きだしており､その大きな原因と

して乾燥による壁面の崩落をあげている0本遺跡で

検出された土坑は非常に深くまで掘削が及んでおり､

乾燥による壁面の崩れから免れやすい環境にあった

第77図 牧内第1遺跡(四次調査)における土坑分布状況
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ことが想定され､掘削痕として残った可能性も考え

られる｡

弥生～古墳時代

本追跡からは､3軒の竪穴住居跡を検出している｡

そのうち2軒は焼失住居であった｡検出されたSA2

においては､床面から比較的良好な一括資料が出土

している｡出土した聾の特徴は､胴部最大径は上方

に位置し､肩が張らず､プロポーションに球胴化傾

向が見られる｡宮崎県内の土師器については松永幸

寿氏により編年が組まれており､それに当てはめる

ならば第4期-5期に該当するであろう｡また､SA

lについては遺物塁が少なく遺物から時期を特定す

ることはできないが､貼床として使用している土をピッ

トの底面に貼る等､類似する手法がとられているこ

とからも､SA2とそれほど違わない時期のものであ

ると捉えた｡

【小型鉢の製作の復元～型作りの可能性～】

本遺跡より出土した小型鉢の底部とロ線部の接合

部分にて､粘土の撚れのような痕跡が見られた｡底

部と口緑部では調整方法が異なり､また底部と口綾

部の接合部分までの高さは一様に2.6cmを測り､左右

対称で非常に定型的である｡このような観察所見より､

型作りの可能性を考え､製作工程を復元してみたO
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型による製作技法を再現してみたところ､型には

めた粘土を外すには､ある程度の乾燥を要し､さらに､

型にはまった粘土の上端部においては乾燥が早く進

むことが指摘できる｡よって､型から粘土を外すこ

とが可能となった段階に､型にはまった粘土の上端

部分は乾燥し､粘土は固まっていたことが想定される｡

それが口綾部との接合後 (註4)に施された外面調

整の際にも除去しきれなかった結果､接合痕跡とし

て粘土の撚れが残ったとも考えられる｡

また､この小型鉢の調整にケズリが用いられている｡

宮崎県内において､弥生～古墳時代の土器調整にケ

ズリが一般的に用いられるようになるのは古代 (註5)

になってからであり､どの器種においても当該期に

一般的ではない｡このような事からも､この小型鉢

は製作技法の上では､宮崎県内において特殊な存在

であると考えられる (註6)0

【註】

(1)葛の用途としては､根の利用つまり､デンプン､薬用等が

主であるが､強敵な賓を用いる例もある｡発掘調査例では､えび

の市昌明寺逝跡において､古代の例ではあるが､板材を葛の輩で

巻いて縛った状態で出土している｡民俗資料では､葛 (ツゾラ)

を利用したものとして ｢サグテゴ｣｢ツゾラテゴ｣等､椎茸､茶

の柴､粟などを入れるための収横用具に使用が見られる｡しかし､

ツノラはツゾラフジをはじめとする野生革植物の絵称としての名

称であるため､葛 (クズ)を使用したものと断定はできない｡

(2)大塚昌彦氏の御教示によると､表面のみが燃焼し､燃え残っ

た､木材の内部や､下方が朽ちた結果住居内から出土する炭化材

の断面形状が､船底形になったものや､Vの字に陥没して状態の

ものがよくみられるという｡それは､表面のみが燃焼し､燃え残っ

た木材の内部や､下方が朽ちた結果住居内から出土する炭化材の

断面形状が､船底形になったものや､Vの字に陥没して状態のも
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のがよくみられるというO

(3)阿部敬 (2006)での詮考をもとに考えた｡

(4)口縛部の接合を､aIにはまった底部の乾燥を待たずに駅み

たが､その場合には接合した口綾部の並みを支えることができず､

口緒鶴が下垂し蟻部と口綾部の膿合銀分に段ができた｡

(5)今塩屋奴rT氏のご数段に上る｡

(6)ただ､今岡は楼台d!跡が粘土の撚れとして､Eyl僻に絶って

いたため.型作りの可能性を桁梢できたが､成形や調整が柵r)で

あるため､刺す1方法が判別できない資料がある可能性もある｡
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第9表 土器観察表
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群生土♯ I? ■■ ハケメ ナデ (i謡 ≒;T.) 和馴 OYR.,6H Bm OYR.,6)BtI.

B匡 弥生18 17 t■ 溝ナデ 揮ナT-

4134t4 B匡 弥生土書 17 I+ 婿ナデ ナデ7 辻井tBt.OYRa/3- LEL5Y.W . (.DgtY浩 ,
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第10表 石器観察表

192-ⅦeT

659VZJ中

▲7JlⅦJ中

■!称VT+中11VI下
)TZVILT･JAeqAEP

はalJhI4如lJl.Elf

Ih,■舟を持つ井村をtE月.右1両と左Nii下方の,JL面からの人士な加工,JL■■tは.tii会肘 こ衣ぶ,
J用.FlみモPLつ粁eIN片を虹用.右■NLI=人士甘tl■dIJt.益がJt■は.JEiF全件に且tJ.tii三角EL.

HLT.

IEL先4B欠gl.

J■ lltをFL缶か''

IEFE.上半■分

Ifl,A書加工は左{のk.
IJl.先qr欠1l.

1印.上半+欠韻.打iitからの●IJLLJ宅1至.

∫fI.左XJLは■曲tt.先4■は事IJ=JIl暮あLJ.

AEP.左tLLr=はた14:NILEL.先q射欠al.

∫EI.JIABri左右Jl対挿.

Ⅱd,先qB欠gl.右■先q■■■MJJdl.

Ⅱ蛾

】EI.先叫Ft欠a.rriEiはtIかr=玖TO)tI.出土tEeiZEg

正Fi

ⅡEI?先4■分.

正村-.Jl甘片.

JLPIlgはも■のみ.
1P.ABJIlgFはdlか.lT廿はhちfJい.

Ⅱ捗.先叫■欠胡.沖*[=J早で.打Nをdlかr=Rrのみ.

JL化bthLLヽ

価かなAtPl■.

qlかIJJl書JJl■.

1用.q正LlkL.左■dH=t.ANNrあLJ.
ⅡJI.先qB欠I

nEI.
先JI耶欠N.

lFl.先lFt欠*.

Ⅱ用.朱4■欠N.左右■力持.左N .ILtJl妊あLJ.

】EB.*4■欠N.左右■91拝JTall壬わめ.

nEI?先4■欠dl.

石■Nは11iKd状.打iEをR竜している.7t利用品か

J領.先4■欠7A.

ⅡELtlか6:J一冊AJL.iL7bttl土P)

ヰRiEllこ,NJJPl暮あLJ.7I判用品か

ⅡEFi.上手書欠8I.

IfLZt■iFr=tlILrlをあLJ.itfl用品か.

祈れiiからN■JI■がJLらTL.ち.■fl用iLか.

ttrN片のfriiを右fJ.Rに利用.JLTt■事.左先q■r:JLら九もR■N■面はJL化dl合しヽbltBい.

fTiEを左■且fr=旺JI.打EEと■l■にはdtiF曹tZLJ込む.

*村N片の打ilを右TJrがにfl用.

JtAのIIJLAが残る.

≠in:qt声を丹す●l片を兼frとして判fFI.毛NLtの封JIPIBtは.作t市11tの#JJよLJ■化LIBいが催い.
1=■rt欠Jl.右tillこJzl工.

作♯iB■嫌ある♯片を兼用.左N沖を加工,

rF♯声■JFあ4●l片をd!用.毛■坤を加工.

Tfは欠d.右tlRにn工.

下+は欠礼.右■■l=LP=.

NF合XfI.左■lltBr=加工.
書l=向け広btる刑片手刊M.左■牡群に加工あLJ.

1■正目のJl*をd!用.

乗k島か?

先JI郎加工のナイフIF石月かT

lTdSIltt作JdBJI■か).hNtIlに■■NJLALJ.
fTiFE挿したtqXJL引布つJtみのあも#片.左tJAl=WJLあLJ.

右■■eIに加工あIJJtみそ持つN片.

左●lllaJにZP=あ1).

右■PLtll=¶JFあり.jRJ4品 か?

小E?のIl持.ELかfJ作JSiiZt!■あL).

fl合Jt糾.

TAr:仕事耕す.rriiPlgあIJ.

JirからのtlALあり.

1■EEd)ll片.

+EEC)N片.

rF*EErlヰJ川.1TZEをN広(I,つ.

lTiFgEい.

:6●liiにIliiBL▼.rliliI事したMJLd(bFを耕すll片.

恥 を持つ.先q■欠礼

q■r=EAZI#毛tRリ込tI,遭ノの事

も{NHこEtげを#+.作JLbIJ■書あLJ,

作AEEPヰJ5LJ.
J平t}N持.

♯AiirlBあL).

左■NtfIにqjl盲扶T.rrii近くにrrdFL玉のためのNJか?

左●lllill=llibiを洗丁.

AfJも方向からの琳Jldl■がJLられる.

毛■NHi桝QEL

rF*EE■句あり.小JZのII片,

小野のN片

+広のIl片.

作AiiIIBあリ.

小型のN片.

右IIKにbN≠JLAあtJ.

:6●HIl=blltlJd(あり.

JL■r=+■書nT.

先Pりの■All片.

rFfii■丘あIJ.右N仙こ■JN■あり.

小dZのN片.先d書欠JI,

血かなfF井iijLIBJILJ.

左■lNH=kN加工あり.下88欠群.

先L■Jl欠I.ItJJl=YJIIltÎ LJ.

暮l片*81のZH暮か?

信正の刺片.

赤色チャート.N片計fld)ちtA.

書のJBd!Ⅶ菅打Edとして.Il片NJl.ftJE間JI書■暮.rTdを*えながら.小野Q)tJ●I片を粥ALか?
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科
料

r

JE

4
)
也

仏

片

片

合

片

は

抜

粋

LEL
LEB
I

t

什

t

U

LO

m

M

…

M

は

相
川

付

m

Ij.

Uu
.

仙

川5

仰

S

S

は

畑

H

帥

…

I

H

H

…

和

…

糊

S

…

相

川

∽

暇

=･.い
と

Ⅷ

…

朋

朗

警

芸

捌

コ･M

t1
M
伽

胤

ITl天をkえ脚 tら､小A!Q)*片N■.

杜のJPqZ面を打声として.tAのIl片をN暮.

TiFr=qEEiを汚すII片.JEiF■lからJJtNJJ.スクレイバ-の可AEttもあも.

JL化がおしい

AJl1irに必打dEhfIlる.

JJllZFr=書書t}AHTlが載る.

3td)加エ.

空莞群 や甜 _a)宝譜 だ,f左J:bt漉 現 駅 耶 糟 払 帆 も… ._もM ..相 即 .-W W.Ad ._.I..それ
A

-iFZE)工だが.Ji+付近Jlyrif全件にJI■が及ぶ.
IdiZE]工で.UE上からのJIJあり.J一群付近は左tLLにもNJLJI■あLJ.

-iFZE]工.tJ上からも平坦PIrあLJ.

杓ttE石溝兼q品か7

-1■加=.

-N&加工.rTZdを付き.

fEtL群Jd二のナイフP石Tか?

tAAN片せ弔.-T4ZE)工.

NANKttM.I+LIJl)工.

8IlAN片正円.lt牡h)工.

-tldtZI]工.

耕■N片.JL群欠1.

8-AN片★村,

GlAPl片*6F.

dAN片*村,

dJitl片*村.-■LL加工.

aAM片Ji叩.-JJAZEl工.

dAN片X村.-tAZEl工.

補IN拝1村.-TJtZEl工.先1がLPエあり.

耕AN片*村.二■BZE)工.

書きN片♯村.

捕AN片t村.=XftZE)工.

長巾r二枚LJのJ.うなZE)工.
-NNL加工.Ttな平tBNJll=j:もJZB,
-■NtJd工.

qiFIIからのtJLtBh工.JLR上dil=LIい決りを持たたせるような人士fjJIIAZItJ.rr面のB丑.

先Illl欠H.Ji封か=のみ.

aAIl片井8L

■丘N片7挿-.

小出島.

枕AllJt7:tr,Pl虻r壬=ih

机AIl片ホ6I,PlオI王=ih

仙 卜乱 IiiZE)I.tI上からのa払品リ.

二iFZE)工.一折事l上からのJIltJltJ.

ZllBri二萌.上ヰtl欠ql.

先l■dl欠I.Il丑11ニ■

先Jt耶欠■.JL軒JlBあリ.JIl丘I1-ill.

長巾叶軌 こZdエあtJ.

■hrt=両.大半d欠dl.

■Bは-育.大半ht欠tl.

tAN片で.-*牡にJP=あり.

JL書加工のようなZIBあり.

rIIEI■JlをJELT=Il片をd!Jfl.叶ditからのJiBIlt.先4aIZIBhLJ.

～正N片♯81

-正N片井村
Nl広N片JE村

沖合XfI◆rrEiをti拝させて.柑○をM■.

不定秒N片.ff1両J■tあり.

サiF■からの11.

1■EEN片Jl村.1クレイTL'-の可TE性あり.

dL■NJt*q

d&N片十村

ttAN片♯村,

dlAのN片.

1戸内技庚茶のNAN片.

左●lNtlこ二次JrIエあり.

作暮iFrlBあLJ,.

JEdlr=tiiを丹T.作JiiJIltあり.

LFみのあもFFd三角#.

■AN片.

下方群にFItFをMつ.

rFAbIIl■bIJ.

Aかな作JEiELJ暮J)LJ.

作JiFrlBあIJ一

作tiFrlJあtJ.

大fZの■AN片.

大52の■■M片.作土Edq杜あIJ.

大LEの■■N片.作tEEqgLJ川.

■AM片.作JE事ZuLあLJ.

Qrihを広(玖す.伸AiEIltあり.

3E千のtF3tiEIlt.

8EiFを広(扶T.K苛lこ.苦手の#JLEIlもあLJ.
rFJtiE■HIjhIJ.

仲Adill鼻あIJ.

rIJIBrl■ALJ..

rFIiElhJEかJ.

小史のN叶.

小生のN汁,Nallこql面壬杜T.

JtiFr=廿iiを点す.

ITiEIl丑あLJ.Jの次収のq片.

PFAiFrll一JbIJ.

rFAdirI鼓あIJ.

小EZの幻●N片.

～EEのN汁.

{Nr:eEiiを耕T.

右■ktIこM■ZIBあり.

liFr=etiiをftす.
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JEErr=aEIをZtす.

tJt耶lこLliiI書からe)NJLZIJlJM.

不定秒の小史軸片.

わ5JtjEの凡■の吐け汚ち7=抄 btJLち九も,

入念なNAIEIItあtJ.

lLANrFQ)Lt合JtA.Fq一方向からQ)rTiLiから頼片IIIl.

lTE17t生廿片か?書TErEItあLJ.

片■r:ttZtを#TZ;抜.EI市を良夫したtlt市を打EdIとして.11広のN片をtlJl
片Nr=qEiiを丹丁暮l片Atrの石は.dtiFlを持去したNt雨音rTiiとして.小4Zd)Nl正hJfを#JL

*Tlr.

1戸内毛Q)EE■を*け1=EE法を7才用した石11.ERiR志し打ifをrFリ.qtJttl片をNJl.

王■戸PI系のELEtを梯用Lt=石山.

JtP内弗の技法を捕用した石II.

fTiF至E:拶させr}がらM片qJl.fFJLjiJIBl事.

1TiF李titIさせながらN片NJl.ffJHEJJtNf.
8LO)分村面をfFJiijとして.*At唖のPlRをMK.

aLの分h頚至1T3iとしで.mB■点き行いながら.小AZQ)N片をNJJ.

打市を伝#させfLがら.小AZのJtAN片fNk.

4分tliEl壬IT廿として.JBN暮告行った&.分tIEFをffJEiELとして.NIJZ:わのh片昔■JL.
JPtIXをtE用.ffJtJjは石tA全tIr:JLら九.rT事と作AiFを入れ■えLJがらN片NAL.寸Jt宗LJのN片PJk.
石UL■JBあLJ.打iFPAa.ttのN片をNJl.rTiZl■N片とfJBTも.

lTiEをE移させて.小型のN片を#JL.

uEJtii･qEの平岨iiをlTdiとして.11片tlL.

打転t:捗させTJ.-がらtl片MJJ.

打点を1らしながら.+広のN片Nb.次r=その耕JLEFの一つ手打Edとして.小だNJt半1NtN～.
dtEFもしくrよ.1■好苦持去したhiをnriEとして.中心的なNJtをJtす.tP立の古址.

小型のわiA,

tTdHI生●l片か7

8Lの分ylaiを作JLiとして.K点のtl片をNJl.ti.QiiをRましたiをrldiとして.●l片Id暮.

8LiFIB玉したiiをTTdiとして_1広めのN片を廿JL.

8riFをFt去してrriiをtPJ.Rtの分Tf面をfft35として寸払すりのN片甘JI.

半■EIをtEJfI.書の分tliLiと書式f宍互lこN暮し.≠q:のIl片をN*.

半■itをtE用.iFの分書IELiと七両書交互にNtL.■正のN片をNAl.

ilo)分yl両と{iiを文Zil=IIJIL..tAと4正の暮l片をN■.

8分Pdiiと★iFE王lこfFfiFとして.■正のN汁をhIr.
六方の石tL LAgd先達.せiF除毛吐.LRq両tfIItfIして.N片NJI.

札EFを大さくBlす.不定形NJtを交互NL.

iZiEdr=4EFを71す.

J平fL半taをttJI.<広九呼起刑片YJL.EHtTIELをITZL ffJE4JIIgEあtJ.

lTEIl■生●l片か7

1E正の剥片をMJLか?

大士の石山.LB司bt先1.

六S!の石tL 打声音■えながら.大盤のKAN片をNt.

fJ合X科.JiN12両.iFiN■lこAA打■あり.AklこけAlrTよとともr:N■がIられる.

下方r=吐かIJAi打dLがXも.

苅EEr=任JldEl■あtJ.

JEJIzErr=tftJAl打dlモZtす.

Jl■FEFr=tLかなAflTdlモカす.

A■2JI析lこLErrtbt*る.

欠BI且.■■r=dt書なAI打Jlが井も.

M

X
輔

弼
57
粥

S
Z
的

引
朗
朋
3
朋

朋
S
細

網
袖

7
1

72
78
M

7
5

7
8
m
袖
相
的
81
82
朗
3
出

朋
の
姐

脚
的
=
S

!氾

窪

仰
詣

川
獲

諾

;

琵

藻

鰭

…
㍑

誰

271ⅣL)~下
F21ZD上･2Cコb
t･17Ⅱb
NSl3 rb下
91Bロ･Tg2ⅣL)
22Bb
SBEE上
2EIZⅣb上
PA513 EE上
450 mEP
317EEEFI
lO1Ⅰ【上
5B王Ⅳ書下
703ⅣB上

M

M

u

l
仙
u
u
M
帖
朋
帖
仰
山

粥

:

u
M

M
粥
M

l
鵬

M
H
H
S｡
M
H
=
鵬

=
=
M
L.
伯
山
二

u
M

M
u
u
M
粥
し.
M
M
的
蛸
鵬
u

=
u

仙

皿

蕊

器

蓋

的

崇

仰

山
脚

榊

的
山

師

告

叩
誓

m
M
m

霊

叩

蕊

M

M

意

誤

蕊

昔

山

芋

器

m

m

M

■
t

薫

蒸

薫

蒸

薫

貸

欄

薫

蒸

莞

薫

胴

軒

数

軒

附

こ
二

弱
化
.
り
り
伯
山
朋
5
=
=

=
1
=
u
u
=
･
=
?
=
=
H
H
T
T
･･
5
u

u
Z
･
か
い
い
棚
は
1
･
2
=
訂
加

M
H
u
B
=

;
u
S
=
一
S

dt
'
l
7
7
1
-1
d!
■〝
3
■
付
'
■
I
■付
T
dD
4
1
7
PlL
4')I
l心
rtL
▲
1
7
1
t
I
7
d!
rt1
4
■〝
7
1
'山
4
1
1
1
J
ED
II
Q
L
J
r)
Et
3
4

3
-
▲
■J
P)
l
■〟
5
1
j
'
-

o
I.
〇
〇

〇

▲U
O
O
▲リ
○
▲U
0
l
∧∪

･ロ
O
O
▲U
0
0
0
O
▲U

c

O
▲u
O

o

▲U
o

o
o
o

o
D
0
E)
O
j
D
0

I.
I.
'●
1.
1
1

:
川
棚
5
=

S
S
M
M

585
は
…
…
細
り
=
川
-
i1
2
2
･
7
m
山
5
1j一
は
938
7.5$
8.75
BJ53
4_一2
l.33
138
L31
3.13
7_27
I4.59
2JG3
I.Jl
l.02
3,32
Bj7
10Jl3
I4J95
74
与13
5.1
L7■
相.J18
75.96
7u■
17.75
r8.9
14&3

TiFdからの■Bh)工.ニ●ll■h]=
kEFNからのII汝.先qtl付近I=刃aL加工.

A■■点Jl.TiE･Llj5両万から,二■托ZE)工.先IqI欠tt
二■lKb]=.益井も●lと先4甘r壬､T両●lからのZEl工.JLがtRはれiiからの加工.
多方FqからのN■tbの九もN片を利用,ニtjLh工.
rT面をLかに為す.trii烏からQ)二■NL加工.

ニ方向からのNAItE*をRIT●l片N用.rriiをdlかに書T.

二NNL加工.A封N片のJTiEを&かにhす.
fT両を■かにfIT.ffiFtからd)二■■zq=.
暮TErをdLかl=Ztす.yrEBth､らの二■NL加工.右■Jtl=tXJtELモ2Lす.
二■tt加工.先g甘欠tL.17両をitさ机 ＼.
=NNL加工.A村●l片のfTjEを片■J.廿に用いる.

二■NL加工.rrZLlを耕す.TJl*からQ)J■書.
JL書ニtdLh)工.

Jit二月?細工.

Ji■二★JLD工.
JL■二tJLh工.
ヰ■ニ■JLb工.
JL書-tA加工.
AFtニtJtZD工.
JL■=●JITD工.

打面を鼓す.

兄q;群朱fI.
汀ErをhさIJい.欠Ltが欠tA.
IT声を鼓さない.先LEM欠iA.XつELぐなIlを沖つ.
打Erをhす.PEr■からのJ[8h)工.
先Jlホ欠d.
先JI群欠P.Tr託Bを.
ITErB垂.Jr軌 土左足■からの■鞍.

JLBニtJLh)工.共和Il片のIT丙をaT.rriB*からのA■Nklt.
*Er～からの益甘JIlt.打ErもLl丑,
-■kJd工.欠atI分r=も加工あIJ.
JL■ニtJL加工.先jtが加工あり.井87～片の7T声を耕す.rT両+からQ)Il■J8.打声音凍す.
サEr～からの占廿加工.ニ■托加工
=●l牡zI]工.先叫舟加工あLJ.右tdtr=一郎,diFNからの■丘NILあLJ.

t暮二tJLb工.1TEEをAかl=弗す.
Ji■二t加 工.先補郎欠韻.rTiiを片王.打iEl振拝したh■dE計を捜すqJfを判用.
二■Nt加工.左tJLliqEd状.
ニ■■Zdこ.和上からtLhlTPt廿JLあり.
J:半Et欠■.打iflをtlかr=托す.
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fFTiBL18あLJ.丘■r=サ声をtLかl二親す.
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打苛JJItあtJ.nr武鑑移したNAlfkを耕すtl片.
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写真図版





前ノ田 1期 S11

前ノ田1期 Sl11

前ノ田1期 Sl13

前ノ田1期 剥片尖頭器出土状況

前ノ田2期 棟群

前ノ田2期 S117

前ノ田2期 S118

前ノ田2期 S127
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前ノ田2期 Sl31

前ノ田3期 Sl42

前ノ田3期 Sl44

前ノ田3期 Sl46

前ノ田3期 S147

土坑検出状況①

土坑検出状況②
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土坑断面①



土坑完掘状況①

土坑完掘状況(塾

ピット検出状況

土坑壁面状況①

土坑壁面状況②

土坑壁面状況 (完掘)
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メダケを使用した土坑掘削実験



集石 1 検出状況

集石 1 断面

集石3 検出状況

集石4 検出状況

集石5検出状況

SAl炭化材検出状況

SAl 土層断面
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SAl 植物繊維体検出状況



SA2内SCl遺物出土状況

SA2 完掘状況

SA2 床面遺物出土状況

SA2 石器出土状況
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前ノ田1期出土遺物②
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前ノ田2期出土遺物①
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前ノ田2期出土遺物②

前ノ田3期出土遺物
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前ノ田4期 ･縄文時代出土遺物

古墳時代 (SAつ･2)出土遺物
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